













  The traditional system for English education in Japan was not thought to be 
responsive to the needs of Japanese learners of English. Today’s English education 
curriculum has come to focus more on communication skills. English proficiency tests 
such as TOEFL and TOEIC have accordingly become important for assessing the 
communicative English proficiency of English learners. During the course of “improving” 
the educational system, however, literature as an English teaching material at college 
has been dismissed as impractical, while movies as an English teaching material have 
become regarded as practical. In communication, what is more important than 
TOEFL/TOEIC scores is to have something worth talking about, something that will 
make others stop and listen. The underpinning of communication is respect for the 
cultural, social and historical background of others. The use of literature in language 
education, along with movies, is more relevant to the development of communication 
skills in the real sense of the term. This paper is intended as an investigation of the 














ではコミュニケーション能力を育成するべく英語だけで行う授業や TOEIC 対策に特化した 
 














































































表 1 調査対象大学の入試難易度 7) 
 2005 年入試難易度 2014 年入試難易度(参考) 
大学Ａ（私立） 60～63 62～65 
大学Ｂ（私立） 56～53 55 
大学Ｃ（私立） 53 54～55 
大学Ｄ（私立） 44～53 46～48 











り、理系と文系を網羅している。総回答者数は 472 名であり、その内訳は日本人学生が 434




 アンケート項目の中で、全学生を対象にしたものは 8 項目である。具体的な共通質問項目
は表 2 に記載した通りである。 
 
 



































   ・文学作品に取り組みたい学生はほとんどいないのではないか。 
  ・入試難易度が下がるにつれて学生の文学に対する関心は低下するのではないか。 























 大学 A は文系学部・理系学部を擁する総合大学である。総回答者 127 名中、語学授業で文
学教材を使って欲しいと考える学生は 91 名であった。相当数の学生が英語教材としての文
学作品を好意的に捉えていることがわかる。大学 A で実施したアンケートの主要項目の回答
結果をまとめたものが表 4 である。 
 
 
表 4 大学 A における主要項目回答 
項目 回答者数 全体に占める割合 
①文学を語学クラスで使って欲しい 91 名 71.6% 
②文学を語学クラスで使って欲しくない 35 名 27.5% 
③どちらでも・無回答 1 名 0.7% 
④文化・社会的背景も学びたい 103 名 81.1% 
⑤映画も用いて学びたい 123 名 96.8% 
⑥短編を使って欲しい 103 名 81.1% 
⑦長編を使って欲しい 20 名 15.7% 
⑧短編・長編の両方を使って欲しい 4 名 3% 
 
 
回答者のうち、理系の学生は 21 名である。その中で文学作品の活用に肯定的な学生は 12






   ・色々な種類の文章や文体に慣れておいた方がいい。 
   ・文学は世界共通であり常識のようなもの。知っておくことは無駄にはならない。 
   ・今まで文学に触れる機会がなく、自分から読むことはないのでやってみたい。 
   ・物語は読んでいて楽しい。 
   ・普通の長文よりも印象に残ると思うから。 
   ・翻訳だけでなく原文で読んでみたい。 
   ・本物の英語で書かれているものを読みたい。 
   ・アメリカやイギリスに行った時にその国の文化を知っておくとなじめそうなので。 
   ・英語だけをやるのなら高校までとあまり変わらない。大学生としての教養も 










   ・文学作品は社会や文化の影響を受けており、社会的・文化的背景を知ることで作品 
    をより深く理解できる。 
   ・他国の文化や社会を知らないと、独善的になり他者を受け入れられなくなりそう。 
   ・色々な文化や社会の理解は他分野においても必ずプラスになる。 
   ・英語を使ってコミュニケーションを取る時、その相手がどんな文化・社会で生きて 
    きたのかを知りたい。 








   ・作品のイメージをつかみやすく、映像もあれば学んだことを覚えやすい。 
   ・読んだ時の想像と映像を見比べることで、足りなかった部分を補える。 
   ・映画を見ることで、物語を理解しやすくなる。 
   ・抽象的な表現がどのように視覚化されているかに興味がある。 
   ・バランス良く英語力がつく。 






















表 5 大学 B における主要項目回答 
項目 回答者数 全体に占める割合 
①文学を語学クラスで使って欲しい 17 名 94.4% 
②文学を語学クラスで使って欲しくない 1 名 5.5% 
③どちらでも・無回答 0 名 0% 
④文化・社会的背景も学びたい 18 名 100% 
⑤映画も用いて学びたい 17 名 94.4% 
⑥短編を使って欲しい 16 名 88.8% 
⑦長編を使って欲しい 0 名 0% 
⑧短編・長編の両方を使って欲しい 1 名 5.5% 
 
 




   ・今までに文学作品を英語で読んだことがないので興味がある。 
   ・できるだけ文学に触れてみたい。 
   ・文学作品を扱ってその国の背景を勉強したい。 
   ・文学を取り入れることで、英米のことをより深く知ることができる。 
   ・英米圏の人たちの考え方を知ることができる。 
   ・北欧で受講した文学を使う英語授業で、発音やリスニング力、リーディング  

















   ・理解を深め、作品を楽しむため。 
   ・文化と社会は密接に関係していると思うから必要。 
・文化的な背景などを知ることはその国を知るのに良いことだと思う。 
   ・文化を知ることで作品の深い意味や作者の言いたいことを理解できることもある。 
   ・背景を知り、色々なことを身につけたい。 
















 大学 C では、文系学部に属する英語の教職課程履修生を調査対象とした。総回答者数は
28 名であり、表 6 はその回答結果をまとめたものである。 
 
 
表 6 大学 C における主要項目回答 
項目 回答者数 全体に占める割合 
①文学を語学クラスで使って欲しい 26 名 92.8％ 
②文学を語学クラスで使って欲しくない 2 名 7.1％ 
③どちらでも・無回答 0 名 0% 
④文化・社会的背景も学びたい 26 名 92.8% 
⑤映画も用いて学びたい 27 名 96.4% 
⑥短編を使って欲しい 19 名 67.8% 
⑦長編を使って欲しい 5 名 17.8% 






大学 C においても文学を英語授業に取り入れて欲しい学生は 90%を超えている。学生からの
具体的な意見としては次のようなものがある。 
  
   ・文学は面白いので、それを使うことで英語の力が伸び、授業が楽しくなる。 
   ・英語を読んで楽しいと感じ、英語への興味を持った上で TOEIC につなげたい。 
   ・会話部分から、ためになる表現を多く学べる。 
   ・感情によって変わる言い回しは役に立つ。 
   ・普段、文学作品を読む機会がないので読みたい。 
   ・会話部分も含まれているので、ネイティヴ特有の英語が身につくと思う。 
   ・作品を通して文化を感じ取ることができる 
   ・文法や読解だけの授業ではなく、作品を読むことで授業を楽しめる人が増える。 
   ・楽しみながら文法や語彙などを学ぶことができる。 
   ・歴史的背景も自然に学ぶことができ、文化の違いを考える大きな手助けにもなる。 










   ・文化的・社会的な背景を知ることはその作品の深い理解につながる。 
   ・どのような価値観が背景にあるかを知りたい。 
   ・文学作品を通して、歴史や時代背景など頭に残りにくい知識を蓄えられる。 
   ・作品が書かれた時代と文体との関係について考えてみたい。 







   ・自分の作品理解と映画の解釈の違いを比べると面白い。 
 ・場面や背景を想像しやすくなるので、部分的に読んで理解した後で映画の該当場面 
    を見るという作業を繰り返して読むと楽しいと思う。 
   ・読んだだけでは理解できなかったり、想像できなかったりする部分を補える。 
   ・読む作業と聴く作業の両方をやりたい。 






   ・数多くの文学作品を知り、色々な英語に触れたい。 
   ・話の結末を早く知りたい。 
   ・各短編を読み終えるごとに達成感を味わうことができる。 
   ・短編の方が集中力を維持できる。 
   ・様々な種類の短編を扱う方が、色々な学生の好みに合わせられる。 
   ・文学の表現は文法通りとは限らないので、多くの作品に触れて色々なパターンの 
    表現を知っておきたい。 







 表 7 は文系学部と理系学部を擁する大学 D 全体の調査結果をまとめたものである。総回答
者数は 221 名である。理系学部回答者数は 130 名、文系学部回答者数は 91 名であり、その




表 7 大学 D における主要項目回答(全体) 
項目 回答者数 全体に占める割合 
①文学を語学クラスで使って欲しい 132 名 59.7% 
②文学を語学クラスで使って欲しくない 52 名 23.5% 
③どちらでも・無回答 37 名 16.7% 
④文化・社会的背景も学びたい 127 名 57.4% 
⑤映画も用いて学びたい 190 名 85.9% 
⑥短編を使って欲しい 167 名 75.5% 
⑦長編を使って欲しい 30 名 13.5% 
⑧短編・長編の両方を使って欲しい 6 名 2.7% 
 
 
表 8 大学 D における主要項目回答(理系学部日本人学生) 
項目 回答者数 全体に占める割合 
①文学を語学クラスで使って欲しい 83 名 63.8% 
②文学を語学クラスで使って欲しくない 30 名 23% 
③どちらでも・無回答 17 名 13% 
④文化・社会的背景も学びたい 66 名 50% 
⑤映画も用いて学びたい 118 名 90.7% 
⑥短編を使って欲しい 108 名 83% 
⑦長編を使って欲しい 18 名 13.8% 




表 9 大学 D における主要項目回答(文系学部日本人学生) 
項目 回答者数 全体に占める割合 
①文学を語学クラスで使って欲しい 22 名 41.5％ 
②文学を語学クラスで使って欲しくない 15 名 28.3％ 
③どちらでも・無回答 16 名 30.1% 
④文化・社会的背景も学びたい 35 名 66% 
⑤映画も用いて学びたい 45 名 84.9% 
⑥短編を使って欲しい 40 名 75.4% 
⑦長編を使って欲しい 7 名 13.2% 
⑧短編・長編の両方を使って欲しい 2 名 3.7% 
 
 
 まず、大学 D 全体の集計結果を見ると、英語授業における文学作品の活用について肯定的
な意見を持つ学生の比率は 59.7％と過半数は超えている。この数値は低めではあるが、たと





   ・自力では読めない／読む機会が少ないので、授業で読んでみたい。 
   ・英米圏の文学を読んでみるのは面白そう／楽しそうである。 
   ・日本文学との表現方法／内容の違いを比べてみたい。 
   ・教科書で英語を学ぶより小説で英語を学ぶ方が力がつきそう。 
   ・英語により親しみが持てるようになる。 
   ・英語表現を自分ならどのように日本語に翻訳するかを考えることは楽しい。 
   ・文学的な表現も学んでみたい。 
   ・他の国の文化を理解したい。 
   ・教科書の問題を解くだけだとつまらないので、自分の知識を応用しながら文学作品 
    を読んでみたい。 
   ・他国の文学を知ることは視野を広げる／教養を高める貴重な体験である。 
   ・教科書にない実用的な表現が学べる。 


















   ・知らない文化を知ることは大切であるし、知っておいて損はない。 
   ・文化的・社会的背景を知ることで、作品にもっと興味を持つことができる。 
   ・文化的・社会的背景と関連づけて、作品を捉えることで理解が深まる。 
   ・社会的背景を知らないと、それらが反映されている作品を理解できない。 
   ・教養も身につけることができる。 
   ・自分の英語表現に深みが増す。 
   ・表面的なことだけでなく、深いところまで勉強できる。 








 短編・長編に関する質問では、理系学生 83%、文系日本人学生 75.4%が短編作品を選択し
ている。短編を選ぶ理由も理系と文系でほぼ共通している。 
  
   ・短編を多く読む方が、様々なジャンルの作品／物語を読めて、変化があり面白い。 
 ・色々な作家が使う表現／文体を学ぶことができる。   
   ・短編の方が取り組みやすい気がするので、まずは短編から読んで慣れてみたい。 
   ・長編だと読み慣れていないので、途中で飽きたり、話の流れや内容を忘れたり 
して挫折しそう。短編なら気持ちの切り替えができる。 
   ・短編をたくさん読む方が、色々な知識を得られる。 
   ・早く結末を知りたい。 














   ・英語力をアップすると共に自分自身の教養も高められる。 
   ・英語力に加えて、知識を広げることができる。 
   ・英語力を伸ばすのに向いている。 
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   ・外国の文化／英米の文化／欧米人の考え方をあわせて学ぶことができる。 
   ・一般的な英語教材よりも面白い。 
   ・文学作品で英語がどのように使われているかを知りたい。 
   ・ちゃんとした考えや感情を伝えられる表現を勉強できる。 
 
 
表 10 大学 D における主要項目回答(文系学部非英語圏からの留学生) 
項目 回答者数 全体に占める割合 
①文学を語学クラスで使って欲しい 27 名 71% 
②文学を語学クラスで使って欲しくない 7 名 18.4% 
③どちらでも・無回答 4 名 10.5% 
④文化・社会的背景も学びたい 26 名 68.4% 
⑤映画も用いて学びたい 27 名 71% 
⑥短編を使って欲しい 19 名 50% 
⑦長編を使って欲しい 5 名 13.1% 


























   ・短時間で色々な情報を入手できる。 




   ・短い文章の方が読みやすい。 
   ・長文を読むのは難しく疲れる。短編なら飽きない。 









 表 11 は文系学部と理系学部学生を調査対象とした大学 E における調査の集計結果を示し
ている。総回答者数は 78 名である。 
 
 
表 11 大学 E における主要項目回答 
項目 回答者数 全体に占める割合 
①文学を語学クラスで使って欲しい 53 名 67.9% 
②文学を語学クラスで使って欲しくない 16 名 20.5% 
③どちらでも・無回答 9 名 11.5% 
④文化・社会的背景も学びたい 60 名 76.9% 
⑤映画も用いて学びたい 69 名 88.4% 
⑥短編を使って欲しい 63 名 80.7% 
⑦長編を使って欲しい 14 名 17.9% 
⑧短編・長編の両方を使って欲しい 1 名 1.2% 
 
 




   ・英語のクラスでやらなかったら一生触れる機会がないのでやりたい。 
   ・自然な表現に加えて、日常会話で使わないような独特の表現が学べる。 
   ・慣用句を覚えたりするのに効果的である。 
   ・自分の教養としてもよい。 
   ・話の筋を知っているような作品を、原語で読んでこの表現はこのようにいうのかと 
 納得できる。 
   ・一人で読むのは大変なので読みたい。 
   ・物語になっていると英語が頭に入りやすい。 
   ・英米の人たちの考え方がわかる。 
   ・訳す力がつくと思う。 
   ・楽しいので英語を読むスピードが上がる。 













   ・文化や社会を知らないと文学作品をちゃんと読めない。 
 ・日本人の考えだけだとわからないことも多いが、背景を知ることで作品内容を理解   
  しやすくなる／想像しやすくなる 
   ・文化・社会的背景は登場人物の性格や行動と関わっている場合が多い。 
   ・その国で当たり前と思われていること／異なる文化圏の考え方を知らなければ、 
    作品を理解するのが難しい。文字面をなぞるだけになってしまう。  
   ・英語と文化・社会はつながっており、知らないと文学作品をちゃんと読めない。 
   ・文化・社会的背景を知ることで言い回しや表現をより理解でき、興味を持って英語 
    を学べる。 
   ・どのように文化・社会的背景が作品に反映されているかを知りたい。 
   ・昔、マンスフィールドの短編を読んだときに、文化的な要素がたくさん出てきた。 
   ・より幅広い知識を身につけることができる。 
   ・薄っぺらな理解では意味がない。日本の古文を読むときも背景を知った方が理解 











  しやすくなる。 
   ・物語の流れ／ストーリーをつかみやすくなり、理解が深まる。 
   ・映画と自分の解釈の違いを見てみたい。 
   ・小説と映画の表現の違いを確認したい／比較してみたい。 
   ・会話スピードに慣れ、聞き取りしやすくなる／リスニング力も向上させたい。 
   ・作品だけを扱うのでは普通の授業と変わらない。 




   ・映画はストーリーが変更されていて、混乱する場合もある。 
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   ・映画が作品をちゃんと反映させているとは限らないので。 
   ・本と映画は別物であるので不要。 






   ・色々な作家の文章を読むこと／様々な作風に触れることができる。 
   ・たくさんの話を読んだ方が面白い／飽きない。 
   ・限られた授業時間でしっかりと扱ってもらえそう。 
   ・短編の方が予習時に達成感がある。 
   ・まずは短編で文学に慣れるようにしたい。 
   ・短編ごとに新鮮な気持ちで取り組め、意欲がわく。 
   ・話の内容をつかみやすそう。 
   ・興味がない長編の場合だとつらいから、短編の方がいい。 
   ・長編は一度内容が理解できなくなるとその後、引きずってしまう。 
   ・週に一度の授業で長編だと前の内容を忘れてしまいそう。 









大学Ａから大学 E までのアンケート調査集計結果を一覧にしたものが表 12 である。 
 
 













①文学を語学クラスで使って欲しい 71.6% 94.4% 92.8％ 63.8% 41.5％ 67.9%
②文学を語学クラスで使って欲しくない 27.5% 5.5% 7.1％ 23% 28.3％ 20.5%
③どちらでも・無回答 0.7% 0% 0% 13% 30.1% 11.5%
④文化・社会的背景も学びたい 81.1% 100% 92.8% 50% 66% 76.9%
⑤映画も用いて学びたい 96.8% 100% 96.4% 90.7% 84.9% 88.4%
⑥短編を使って欲しい 81.1% 88.8% 67.8% 83% 75.4% 80.7%
⑦長編を使って欲しい 15.7% 0% 17.8% 13.8% 13.2% 17.9%
















3-4-1. 専攻分野別に見る文学作品に対する関心度  
 
 各大学における集計結果を比較すると、大学 A、大学 D、大学 E では学生の文学作品への
関心度は 40%から 70%前後に留まる。これらの大学の英語授業では、言語以外を専攻してい
る学生が大半である。これらの大学と比べると、大学 B と大学 C では、文学作品の活用に肯
定的な学生の比率は高く 90%を超えており、英語教材としての文学作品に対する学生の関心
度の高さが窺える。 

















大学 D の文系日本人学生群では、文学教材の活用に否定的な学生の割合は、大学 B と大学
C を除く他大学とさほど変わらない。その一方、文学教材の活用を積極的に肯定する比率は
低い。しかし、大学 D においては、どちらでも構わないと回答した学生は 30.1%を占めてお
り、その他の大学と比べて比率は高いのである。この数値に文学作品活用に肯定的な 41.5%


































では 70%の後半から 100%となっており、学生の文化・社会背景に対する関心も高い。 
回答において一定数の学生は文学作品を理解するためには、文化的・社会的背景について
の知識や理解が不可欠であることに言及している。特に文学作品に対する関心の高い大学 B



























































































































































































1) 文部科学省. 「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」2003 p.2 
2) 『100 倍楽しめるダールの物語』の「はしがき」において、森永は文学作品を使用した授
業を通じて英語力が向上すると強調する。1 回目と 15 回目の授業で実施した語彙力判定テス
ト(Vocabulary Levels Test)では 409 語の伸び、文法力測定テスト(Standard Grammar Test)
では 60 点中 1 点の伸び、そして総合力判定テスト(C-test)では 100 点満点中 6 点の伸びが見
られたと報告している。 
3) 塩沢正・吉川寛・石川有香(編) 『英語教育と文化―異文化間コミュニケーション能力の






詳細については研究会 HP (http://bungakukyouiku.blog135.fc2.com/)を参照。 












9) 『サイダーハウス・ルール』(原題：Cider House Rules)  DVD 発売日：2005 年 11 月 25
日、販売元：アスミック  
10) 『スリー・ウイメン』(原題：If These Walls Could Talk) DVD 発売日： 2005 年 2 月
16 日、販売元：ポニーキャニオン 1950 年代、1970 年代、1990 年代のアメリカにおける中
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